
町
民
の
う
ご
き
[平
成
31年

1
月
1
日
現
在
]

■
人
　
口
　
　
5,319

人
(-27)　

 男
　
2,512

人
(-13)

　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
　
　
  女
　
2,807

人
(-14)

■
世
帯
数
　
　
2,459

戸
(-12)
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林
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倉
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井
峠
線
開
通
式
テ
ー
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カ
ッ
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の
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子
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
成
31
年
の
新
春
を
清
々
し
い
お

気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本

豪
雨
、
台
風
21
号
、
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
な
ど
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
日
本
各

地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
そ

し
て
今
、
懸
念
さ
れ
る
の
が
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
発
生
で
す
。
最
大
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
1
、
神
山
町
の
予
想

震
度
は
震
度
6
弱
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
地

区
の
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
活
動

な
ど
を
通
じ
防
災
意
識
の
向
上
に
取
り

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
改
め
て
自
分

自
身
の
身
を
守
る
た
め
の
「
自
助
」
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
町
内
の
主
な
事
業
を

振
り
返
る
と
、阿
野
橋
の
完
成（
3
月
）、

子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
集
合
住
宅

第
1
期
2
棟
の
完
成
（
7
月
）、
第
2

回
目
の
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
（
8
月
、
10
月
）、
林
道
倉
羅
川
井

峠
線
の
開
通
（
11
月
）
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
進
行
中
の
事
業
と
し
て
は
、
集
合

住
宅
第
2
期
2
棟
の
建
築
工
事
、
広
野

簡
易
水
道
ろ
過
施
設
の
整
備
、
神
通
滝

遊
歩
道
の
整
備
、
道
の
駅
改
修
工
事
設

計
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に

総
務
省
の
事
業
を
活
用
し
て
上
分
地
区

に
集
落
支
援
員
3
人
を
配
置
し
ま
し

た
。
各
家
庭
を
訪
問
し
て
困
り
ご
と
や

生
活
の
様
子
な
ど
を
中
心
に
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
、
集
落
対
策
な
ど
の
必
要

な
施
策
の
構
築
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
化
が
進
む
神
山
町
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
の
方
が
い
か
に
健
康
で
元

気
に
生
活
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
昨
年
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
地
域
の
16
の
機
関
で
構
成
す
る
高

齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立

や
、
商
工
会
と
の
高
齢
者
等
の
見
守
り

協
定
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
が
、今
後
、

民
間
事
業
者
と
の
連
携
や
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
引
き
続
き
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
神
山

町
の
地
方
創
生
は
今
年
4
年
目
を
迎
え

ま
す
。
主
な
施
策
に
集
合
住
宅
や
国
際

交
流
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

様
に
各
施
策
の
進
捗
状
況
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
つ
な
プ
ロ
報
告
会
」

を
実
施
し
た
り
、神
山
の
今
を
知
る「
町

民
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
」
で
も
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。
町
の
課
題
や
施
策
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
方
が
1
人
で
も
多
く
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
活
動
が
生

み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方

や
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

創
生
戦
略
で
は
、
町
の
将
来
人
口
に

つ
い
て
2
0
6
0
年
に
3
、
2
0
0
人

の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。（
2
0
1
9
年
1
月
1
日

現
在
5
、
3
1
9
人
）
そ
の
た
め
に
は

毎
年
、
転
入
者
を
44
人
、
継
続
的
に
受

け
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
様
々
な
子
育
て
支
援
策
を

実
施
し
、
子
育
て
世
代
の
定
着
・
増
加

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
厳
し
い
現

状
に
変
わ
り
は
な
く
、引
き
続
き
転
入
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
を
整
備

し
、人
口
構
成
の
鍵
と
な
る
年
少
人
口
、

生
産
年
齢
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
育

成
も
重
要
施
策
の
1
つ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
飛
躍
的
に
進

み
、
職
種
に
よ
っ
て
は
人
間
か
ら
Ａ
Ｉ

に
と
っ
て
変
わ
る
と
も
言
わ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
言
い
か
え
れ

ば
、
創
造
力
の
あ
る
人
間
で
な
い
と
で

き
な
い
仕
事
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
神
山
町
の
学
校
で
は
、地
域
資
源
、

地
域
人
材
を
活
用
し
た
教
育
が
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
を
通
じ
た
食
育
、

神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
招
聘
作
家
の
学
校
訪
問
や
国
際
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
芸
術
や
海
外

文
化
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
環
境
の
中

で
、
人
と
し
て
生
き
る
力
や
国
際
感
覚

の
獲
得
、
地
域
課
題
へ
の
理
解
や
解
決

策
を
見
出
す
力
や
柔
軟
な
思
考
力
、
想

像
力
を
自
ず
と
身
に
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
先
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
成

長
し
て
い
く
か
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
「
平
成
」
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
天
皇
陛
下
が
4
月
30
日
に
退
位

さ
れ
、
皇
太
子
殿
下
が
翌
5
月
1
日
に

即
位
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
元
号

も
改
め
ら
れ
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
神
山
ら
し
さ
を
大

切
に
し
な
が
ら
新
し
い
時
代
に
神
山
を

つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
神山町長

後　藤　正　和
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神
山
町
議
会
12
月
定
例
会
が
平
成
30

年
12
月
13
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
12
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
4
6
7

8
万
円
を
追
加
し
、
総
額
49
億
8
6
7

1
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧

費
の
増
額
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
5
8
万
円
を

追
加
し
、
総
額
8
億
4
2
1
4
万
6
千

円
と
し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費
の
増
額

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に

つ
い
て

条
例
改
正

■�

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■�

学
校
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化

に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

■�
神
山
町
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

そ
の
他

■�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

1
．
施
設
の
名
称

　

神
山
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

2
．
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

社
会
福
祉
法
人

�

神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

副
会
長　

松
浦
ひ
ろ
み

3
．
指
定
の
期
間

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
36
年
3
月
31
日
ま
で

■�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

1
．
施
設
の
名
称

　
（
1
）
神
山
温
泉

　
（
2
）
道
の
駅
「
温
泉
の
里
神
山
」

　
（
3
）
神
山
農
村
ふ
れ
あ
い
公
園

2
．
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

株
式
会
社
神
山
温
泉

　

代
表
取
締
役
副
社
長　

北
村
正
文

3
．
指
定
の
期
間

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
36
年
3
月
31
日
ま
で

■�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

1
．
施
設
の
名
称

　

神
山
四
季
の
里
創
造
の
森

2
．
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

社
会
福
祉
法
人

�

神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

副
会
長　

松
浦
ひ
ろ
み

3
．
指
定
の
期
間

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
36
年
3
月
31
日
ま
で

　
神
山
町
議
会
第
3
回
臨
時
会
が
11
月
6

日
に
開
会
さ
れ
、
1
議
案
を
審
議
し
原

案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

■�

平
成
29
年
度
林
道
施
設
災
害
復
旧
事

業
（
平
成
29
年
8
月
6
日
か
ら
7
日

に
か
け
て
の
台
風
5
号
災
害
）
柴
小

屋
線
1
号
箇
所
工
事
変
更
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

神
山
町
議
会

12 

月 

定 

例 

会

�

12
議
案
を
可
決

神
山
町
議
会

第
3
回
臨
時
会

徳島県事業承継ネットワークは 　　　　 を全力で応援します！事業承継

神山町も「徳島県事業承継ネットワーク」に参加しています。お気軽に御相談ください。
担当：産業観光課TEL:676-1118 IP電話:2007

気づきのために徳島県が取り組むこと。それが「事
業承継診断」です。
あなたの身近な支援者（商工団体の指導員、金融機
関の営業担当、顧問の税理士等）と、10年先の事
業経営について話しませんか。質問を、10分程度
でお聞かせください。これまで 1 人で抱えてきたこ
とを、身近な支援者に御相談ください。

会社（お店）の10年後のことを話しませんか

10年後もきっと、輝いている

徳島県事業承継ネットワーク事務局　（徳島商工会議所内）
〒770-8530　徳島県徳島市南末広町 5番 8-8 号
　　　　　　　徳島経済産業会館（KIZUNAプラザ）1階
TEL:088-624-8722　FAX:088-624-8723
E-mail:p-shokei@tokushimacci.or.jp 相談は

無料です。
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お
め
で
と
う 

新
成
人

　

平
成
31
年
神
山
町
成
人
式
が
1
月
2
日
（
水
）
に
神
山
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
該
当
者
は
、
平
成
10
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
11
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
、
40
人
で
、
そ
の
内
27
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
華
や
か

な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
の
み
な
さ
ん

は
、
新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
、
多
く
の
来
賓
、
保
護
者
の
方
々
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
成
人
の
門
出
の
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
と
茶
話
会
が
開
か
れ
、
同
級
生
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
話
を
弾
ま
せ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

平
成
31
年

神
山
町
成
人
式

　
40
人
が
新
成
人
に

新
成
人
代
表
謝
辞

 

新
成
人
代
表
　
濱
口
　
　
巧

　
本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に

盛
大
な
式
典
を
挙
行
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
重
ね
て
、
今
日
ま
で
私
た
ち
を
温
か
く
見

守
り
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
や
地
域
の
皆
様
方
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
の
幕
開
け
と
共
に
、

今
日
の
日
を
迎
え
、
私
た
ち
は
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
神
山
町
は
、
日
本
を
代
表
す
る
地
方
創
生
の
町
と
し

て
、
そ
の
魅
力
が
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
情
報
発
信

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
町
が
広
く
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
私
た
ち
自
身
も
自

ら
の
資
質
・
能
力
を
高
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
出
来
る

よ
う
、
日
々
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
を
待
ち
受
け
て
い
る
社
会
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
へ
の
対
応
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激

し
い
変
化
に
も
適
応
で
き
る
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
多
く
の
こ
と
を
経
験
す
る
な
か
で
、
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た

が
、
神
山
町
で
生
ま
れ

育
っ
た
事
を
誇
り
と
し
、

今
後
も
皆
様
方
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
お

礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謝辞を述べる　濱口巧さん

二十歳の誓いを述べる　阿部友希さん

会場の様子

町長から記念品を受け取る　山田隼さん

二十歳の誓いを述べる　海老名和さん
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上分・下分・神領・鬼籠野地区の新成人

広野・阿川地区の新成人

　　平成31年成人式該当者名簿　　　　　敬称略　　　　　　　　　　　　　　　該当者数40名

◯上分地区◯ 敷田　直実 後藤あゆみ DINH THI THU HANG 粟内　芳紀
計5人 中川　麻畝 藤本　　瞭 LE THI GIANG 河野　愛香

池本　優樹 前場　祐子 山田　　隼 NGUYEN THI NINH 河野　　司
林　　真央 NGUYEN THI THU HA 坂本　有彩
正木　銀平 ◯神領地区◯ ◯鬼籠野地区◯ TRAN THI VAN ANH 濱口　　巧
森長　恭介 計8人 計11人 VUONG THI YEN 原田　桃香
山根　啓資 海老名　和 大西　広華 東浦　瑞歩

大西　里奈 坂野　敦紀 ◯広野地区◯ 久延　克也
◯下分地区◯ 小川　直人 佐々木俊祐 計12人 横川　瑞季

計4人 河野くるみ 西崎　和樹 阿部　春美 山下大三郎
敷田あずさ 河野　　澪 高橋　珠菜 阿部　友希

5 平成31年 1 月15日発行



　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
前
号

で
は
、
神
山
の
中
高
生
た
ち
が
8
月
に
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
て
感

じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
訪
問
時
に
交
流
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の

学
校
の
生
徒
・
教
員
た
ち
が
今
度
は
神
山
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
訪
問
団
の
神
山
滞
在
の
様
子
を
届
け
ま

す
。

　

初
日
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
神
山
で
夕

食
を
食
べ
、
宿
泊
。
長
い
フ
ラ
イ
ト
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
し
た
。

〈オランダからの訪問団〉
10名の中高生、2名の教員と 1名の大学生ボランティアが、10月24日～30
日の期間、神山に滞在しました。今回の訪問をとても楽しみにしていて、事
前にお箸の使い方の練習をしたり、日本語の練習をしていたそうです。

神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

第
2
回
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
空
手
、
剣
道
、
書
道
な
ど
の
授
業

を
受
け
、
放
課
後
は
茶
道
を
体
験
。

夜
は
分
校
生
が
用
意
し
た
食
事
を

堪
能
し
、
学
校
で
一
緒
に
宿
泊
し
ま

し
た
。

　
中
学
生
が
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
に

英
語
で
お
箸
の
使
い
方
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
し
た
り
、
合
唱
を
披
露
し

た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
訪
問
団
は
感
動
し

た
様
子
で
し
た
。

　
土
曜
は
森
林
公
園
で
の
交
流
会
。

オ
ラ
ン
ダ
に
訪
問
を
し
た
中
高
生

が
企
画
を
考
え
、
実
施
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
、
焼
き
芋
な
ど
を

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
日
曜
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

ま
る
1
日
、
一
緒
に
過
ご
す
日
。

各
家
庭
が
観
光
名
所
を
巡
っ
た
り
、

神
山
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
で

思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
昔
の
遊
び
、
オ
ラ
ン
ダ
の

遊
び
を
教
え
合
い
ま
し
た
。
小
学

生
は
言
葉
の
壁
を
物
と
も
せ
ず
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
の
訪
問
団
か
ら
一
週

間
の
滞
在
を
終
え
て
の
ス
ピ
ー
チ
。

こ
の
滞
在
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4 日目　まちの人との交流会

最終日　さよならパーティー

3 日目　神山中学校を訪問

6 日目　神領小学校を訪問

2 日目　城西高校神山分校を訪問

5 日目　ホストファミリーとの休日
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第 2回受入プログラムは神山つなぐ公社が委託を受けて実施しています。
お問い合わせ : 神山つなぐ公社［電話］050-2024-4700　［メール］kyep@tsunagu-local.jp

オランダ訪問団より　― 1 週間の滞在を終えて ―

ホストファミリーからのコメント

ご協力いただいた方からのコメント

　かま屋で昼食に食べるサンドイッチのパン作りと野菜の収
穫を経験しました。それだけなく、フードハブ・プロジェク
トが取り組んでいる地産地食や食育について聞きました。そ
のプレゼンを通して、神山町が地域内の経済活動を大切にし、
持続可能な生活をめざしていることを学びました。その後、
農場に行って自分たちが食べる食材を摘み、その場で試食を
しました。日本固有の野菜を食べたり、同じように見える野
菜の微妙な味の違いに驚きました。一週間
の滞在を通して、日本とオランダの生活は、
道具の違いはあれど非常に似ているところ
があると思いました。

ピーター・パープ（18 歳）

　子どもたちも本当に楽しみにしていたオランダの生徒との交流
会、終えた後の子どもたちの充実した表情が印象に残っています。
神領小では、日本の昔遊び（けん玉・羽子板・お手玉・こま等）と
オランダの遊びをしました。はじめ、体育館で対面したときの子ど
もたちの第一声は「大きい！」でした。体格の違いに感動している
とともに、お互い緊張している様子でした。しかし、いざ活動が始
まると一生懸命にコミュニケーションをとろうとする姿がいろんな所
で見られました。子どもたちは、言葉が分から
なくても通じ合えるものがあったと満足してい
ました。国際交流を通して子どもたちは成長し
たように感じます。ありがとうございました。

神領小学校教員　田村　祥馬

　ホストファミリーとして 2 名の留学生を受入れ、5 日間過ごしましたが正直
めちゃくちゃ楽しかったです。受入れするにあたって最初は不安もありました
が、つなぐ公社の方や前回の受入プログラムに携わった方々のサポートもあ
り、楽しく取り組むことができました。我が家で受入れたルナとヤスマインは、
中学 2 年の長女が 8 月のオランダ訪問で仲良くなった子どもたちで、お互い
すぐに打ち解けていました。コミュニケーションは拙い語学力とジェスチャー
で挑みました。それでもという時はグーグル翻訳にお世話になりましたが、
子どもたちにとっては生の英語ということもあり積極的に話しかけていたの
が印象的でした。今回の神山町国際交流プロジェクトを通じ、子どもたちに
も、そして家族にとっても、毎日が刺激的で大変良い経験をすることができ
ました。今後もこの様な取り組みが次に繋がってほしいと思います。

　このプログラムは、文化をただ単に学ぶだけでなく、新し
い友情を育む機会になっていると確信しています。このよう
な自然の中にあって、まちの人たちが強くつながっている環
境に訪問することができて、非常に光栄に思っています。ま
ちの人たちが神山町をより良いまちにしようと努力している
ことも今回の訪問を通して学ぶことができました。皆さんと
つながることができたということが、私たちにとって最大の
お土産です。皆さんが心を開いて、私たち
を受け入れてくれたこと、家に泊めてくれ
たこと、プログラムに協力してくれたこと
を私たちは絶対に忘れません。

ラモン・フレールラーグ（教員）

　本年度の交流会は、3 年生が中心となって準備し、日本
の文化の紹介・ゲーム・合唱などを行いました。オランダの
生徒や教員たちは、日本の中学校の授業や給食・清掃活動・
合唱等に大変関心を持ってくれました。また、自作のオラン
ダの学校紹介ＶＴＲを準備してくれ、本校の生徒たちも興味
深く見ていました。このように同じ年の生徒と交流する機会
は少ないため、生徒にとっては大変よい経験になったと思い
ます。流暢に英語を話せなくても気持ちが
通じたときの喜びはきっと大きな自信とな
り、積極的に話しかけることや人とふれあ
うことの大切さを実感できたはずです。

神山中学校教員　宮越　千佳

〈矢武家〉

　今年度のオランダ訪問で息子がお世話になった家族の子どもを、今度は
私たちがホストファミリーとして受入れました。食事に関してのリクエス
トはお餅と鶏肉とあったので、家の庭先で炭火を使い、焼き鳥バーベキュー
をして、お餅はきな粉で楽しみました。お餅が焼けて膨れ上がる様子を不
思議そうに眺めていた彼の様子が忘れられません。今回は息子と同じ茶碗
とお箸を用意するなど家族として一緒に食卓を囲み、夜はお菓子を楽しみ
ながらオランダと日本の生活の違いなど話に華を咲かせました。私たち家
族、特に小学生の次男と外国人に初めて接する 1 才の三男も彼を本当の兄
のように親しくなり、互いに忘れられない思い出ができたと思います。〈石井家〉
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
「
里
山
の

暮
ら
し
を
継
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
山

に
住
ま
う
皆
さ
ま
か
ら
、
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
神
山
の
自
然
や
暮
ら
し

の
知
恵
を
学
び
、
広
げ
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

い
ち
ょ
う
祭
り
で

�

「
す
だ
ち
ジ
ャ
ム
」試
食

　

紅
葉
が
見
頃
と
な
っ
た
神
山
町
。
11

月
23
日
（
祝
）
に
は
毎
年
恒
例
の
大
久

保
い
ち
ょ
う
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
お
野
菜
の
販
売
や
手
打
ち
そ

ば
、
杵
つ
き
餅
等
の
出
店
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
黄
色
く
色
づ
い

た
大
い
ち
ょ
う
の
木
の
下
で
賑
や
か
な

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
「
神
山
す
だ

ち
鶏
天
」
ブ
ー
ス
の
お
手
伝
い
と
、
開

発
中
の
「
す
だ
ち
ジ
ャ
ム
」
の
試
食
を

行
い
ま
し
た
。
緑
の
皮
の
す
だ
ち
ジ
ャ

ム
を
町
内
外
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た

だ
き
、「
美
味
し
い
！
」
の
声
は
も
ち

ろ
ん
、「
ジ
ャ
ム
に
加
工
し
た
ら
、
青

い
ま
ま
の
爽
や
か
な
す
だ
ち
が
ず
っ
と

楽
し
め
て
え
え
な
。」「
楽
し
み
に
し
と

る
け
ん
、
は
よ
作
っ
て
よ
。」
な
ど
と

と
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

美
味
し
い
パ
ン
が
町
内
で
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
い
つ
も

ち
ょ
っ
と
欲
し
い
と
思
う
の
は
神
山
ら

し
い
ジ
ャ
ム
。
ジ
ャ
ム
は
パ
ン
に
塗
っ

た
り
、ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け
た
り
、チ
ー

ズ
と
一
緒
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
載
せ
れ
ば

お
つ
ま
み
に
も
ピ
ッ
タ
リ
！
皆
さ
ん
の

美
味
し
い
笑
顔
を
想
像
し
な
が
ら
、
す

だ
ち
ジ
ャ
ム
は
来
シ
ー
ズ
ン
の
商
品
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
！

生
涯
現
役
応
援
隊
で

�

こ
ん
に
ち
は

　

12
月
4
日
（
火
）、
鬼
籠
野
に
あ
る

生
涯
現
役
応
援
隊
の
サ
ロ
ン
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。
生
涯
現
役
応
援
隊
は
、
高

齢
化
社
会
を
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
過
ご
す
た
め
、
世
代
を
超
え
て

交
流
し
、
健
康
の
維
持
増
進
や
閉
じ
こ

も
り
・
介
護
予
防
を
目
指
し
た
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
週
開
催
さ
れ
て
い

る
サ
ロ
ン
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
集

い
、
講
習
会
や
健
康
体
操
な
ど
の
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
神
山
の
暮
ら
し
を
継

ぐ
」
こ
と
を
目
指
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

移
住
し
て
き
た
私
た
ち
の
活
動
に
興
味

深
々
で
、
質
問
も
飛
び
交
う
ほ
ど
。
隊

員
が
出
演
し
て
い
る
神
山
町
の
情
報
番

組
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
Ｔ
Ｖ
」
を
ご
覧

に
な
っ
た
方
か
ら
は
「
見
た
こ
と
あ
る

で
」と
気
さ
く
に
話
か
け
て
い
た
だ
き
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
簡
単
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
9
月
に
東
京
の
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
で
作
っ
た
「
す
だ
ち
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
レ
シ
ピ
の
紹
介
と
共

に
皆
さ
ん
の
前
で
作
り
、
出
来
た
て
の

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
サ
ラ
ダ
に
か
け
て
試

食
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
に
ナ

ン
プ
ラ
ー
（
タ
イ
の
調
味
料
）
を
使
用

し
て
い
る
の
で
、
食
べ
慣
れ
て
い
な
い

方
々
の
口
に
合
う
か
ど
う
か
心
配
し
て

い
た
の
で
す
が
「
美
味
し
い
！
」「
こ

れ
は
汁
も
飲
め
る
！
」
と
残
さ
ず
食
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
も
「
塩
す

だ
ち
」「
す
だ
ち
ジ
ャ
ム
」「
す
だ
ち
化

粧
水
」
も
好
評
で
、
す
だ
ち
の
里
に
住

ま
う
大
先
輩
か
ら
の
「
い
い
ね
！
」
に

ほ
っ
と
す
る
や
ら
身
が
引
き
締
ま
る
や

ら
…
。

　

日
ご
ろ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
地
域
の

方
々
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

ま
た
、
活
動
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や

ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご

声
援
が
、
私
た
ち

の
活
動
の
糧
と

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【川野　歩美】
あけましておめで
と う ご ざ い ま す。
神山町初の女性消
防団に入団しまし
た（ 敬 礼 ）！ 地 域
の皆さんがもっと
安心して暮らせる
よう、微力ながら
も頑張ります。

【織田　智佳】
明けましておめで
とうございます。お
正月は神山で、南
瓜で育てたモクズ
蟹を食べて過ごし
ました。モズクじゃ
ないんですね！赤
くておめでたい気
持ちになります。

【神野　昌子】
明けましておめでと
うございます！神山
に来てもう 3 回目
の冬をむかえまし
た。秋に作った干し
柿も食べごろです。
手作りの干し柿は素
朴な甘さで何個でも
食べてしまいます。

地域おこし
協力隊
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～ 

空
き
家
相
談
会
、

�
ひ
ら
き
ま
す
。 

～

　

空
き
家
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ま
だ

お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
家
や
土
地
に

つ
い
て
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
役
場
・
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
・

神
山
つ
な
ぐ
公
社
の
担
当
者
や
建
築
士

が
、
相
談
を
伺
い
ま
す
。

〈
神
山
町
空
き
家
相
談
会
〉

日
時

　
平
成
31
年
2
月
2
日（
土
）　
10
時
〜
16
時

場
所

　
す
み
は
じ
め
住
宅
「
西
分
の
家
」

�

（
鬼
籠
野
字
西
分
2
1
3
）

　
◦�

空
き
家
の
貸
借
り
や
契
約
の
こ
と

　
◦
相
続
の
こ
と

　
◦
建
築
や
改
修
の
こ
と

　
◦
改
修
補
助
金
の
こ
と

　
◦�

そ
の
他
の
家
や
土
地
に
関
す
る
こ
と

　

会
場
の
「
西
分
の
家
」
は
、
空
き
家

だ
っ
た
民
家
を
改
修
し
た
建
物
で
す
。

見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

〈
空
き
家
の
質
問
あ
れ
こ
れ
〉

Ｑ
．�

貸
す
よ
り
、

　
　

売
り
た
い
ん
や
け
ど
？

Ａ
．
空
き
家
・
空

き
地
を
買
い
た
い

方
も
い
ま
す
。

　

移
住
交
流
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
、

神
山
で
家
や
土
地
を
探
し
て
い
る
方
か

ら
の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
地
元
に

帰
っ
て
き
た
い
人
か
ら
、
移
り
住
ん
で

子
育
て
を
し
た
い
人
、
町
内
で
引
越
し

て
家
を
建
て
た
い
人
ま
で
、
希
望
す
る

条
件
は
様
々
で
す
。
山
の
方
で
暮
ら
し

た
い
か
ら
、
町
の
水
道
が
通
っ
て
い
な

く
て
も
大
丈
夫
と
い
う
方
も
い
れ
ば
、

古
く
て
も
良
い
も
の
を
活
か
し
て
い
き

た
い
か
ら
、
ト
イ
レ
が
汲
み
取
り
式
の

古
民
家
で
も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
か

ら
大
丈
夫
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
売
買
を
検
討
さ
れ
る
場
合
で

も
、
必
ず
し
も
家
を
壊
し
て
更
地
に
し

て
お
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

相
続
登
記
が
で
き
て
い
な
い
物
件
は
売

買
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
登
記
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
相
続
登
記
は
早

め
に
行
っ
て
お
く
方
が
、
後
で
余
分
な

費
用
や
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
的
に
売
買
を
考
え
て
い
る
空
き

家
が
あ
る
け
れ
ど
、
今
は
ま
だ
手
放
し

た
く
な
い
と
い
う
方
に
は
、
定
期
借
家

契
約
で
の
賃
貸
が
お
す
す
め
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
期
間
を
決
め
て
貸
せ
る
の

で
、
計
画
的
に
売
買
の
準
備
を
進
め
ら

れ
ま
す
し
、
人
が
住
み
換
気
や
掃
除
を

し
て
い
る
こ
と
で
、
空
き
家
に
し
て
お

く
よ
り
家
の
状
態
が
よ
り
よ
く
保
た
れ

ま
す
。

空
き
家
相
談
、は
じ
め
ま
し
た
。④

�

空
き
家
に
関
す
る
情
報
を
全
5
回
お
届
け
し
て
い
き
ま
す

▲移住交流支援
センター伊藤

総合窓口
神山町産業観光課

☎ 088-676-1118

空き家の契約と移住
移住交流支援センター
☎ 088-676-1177

相談は
無料です

▲すみはじめ住宅「西分の家」

9 平成31年 1 月15日発行



　神山町において、平成31年度臨時職員を次のとおり募集します。希望する方は、
平成31年 1 月31日までに神山町役場総務課へ応募してください。

◎応募書類送付先及び問い合わせ先
〒 771－3395　名西郡神山町神領字本野間 100番地

神山町役場総務課人事係　電話 (088)676－1111・IP 電話 2000

1．職種及び人数 臨時事務員　　　　　1 名　　　　　　　　臨時保育士　　　　　2 名
臨時用務員　　　　　1 名　　　　　　　　臨時調理員　　　　　1 名
臨時保健師又は臨時看護師又は臨時介護支援専門員　　　　　1 名

2．受　　験　　資　　格 昭和34年 4 月 2 日～平成13年 4 月 1 日までに生まれた方
臨時保育士　　　　　保育士の資格を有すること。
臨時保健師　　　　　保健師の資格を有すること。
臨時看護師　　　　　看護師の資格を有すること。
臨時介護支援専門員　介護支援専門員の資格を有すること。

3．応　　募　　期　　間 平成31年 1 月31日（木）午後 4 時までに必着のこと。

4．応　募　の　方　法 次の書類を神山町役場総務課まで郵送するか、持参してください。
　①平成31年度神山町臨時職員採用試験受験申込書（写真添付）
　　（�受験申込書は役場ホームページ http://www.town.kamiyama.lg.jp または役場総務課、広野支所

及び各公民館にあります。）
　②応募職種の資格免許証の写しを添付してください。
　　（事務員、用務員、調理員は不要です。）

5．勤　 務　 地 臨時事務員　神山町役場　本庁� 臨時保育士　広野保育所又は下分保育所
臨時用務員　広野保育所又は下分保育所� 臨時調理員　広野保育所又は下分保育所
臨時保健師又は臨時看護師又は臨時介護支援専門員　神山町役場　本庁

6．雇　　用　　期　　間 平成31年 4 月 1 日から平成32年 3 月31日まで（6 ヶ月更新となります。）

7．賃　　　　金 臨時事務員　月額147，000円　　　　臨時保育士　月額189，000円
臨時用務員　月額142，800円　　　　臨時調理員　月額147，000円
臨時保健師　月額190，000円　　　　臨時介護支援専門員　　月額168，000円
臨時看護師　月額168，000円� ※賃金のほかに、賞与（ボーナス）・通勤手当の支給があります。

8．保　険　・　休　暇 社会保険及び雇用保険に加入します。
有給休暇があります。

9．試　験　の　方　法 面接による選考試験（場所、日時は応募者に直接連絡します。）
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森
林
管
理
道

林
道
倉
羅
川
井
峠
線
が
開
通

　

11
月
1
日
（
木
）「
林
道
倉
羅
川
井

峠
線
」
の
開
通
式
が
行
わ
れ
、
林
野
庁

長
官
を
は
じ
め
、地
元
選
出
国
会
議
員
、

徳
島
県
知
事
、
県
議
会
議
員
、
関
連
自

治
体
の
首
長
と
議
会
議
員
、
地
元
関
係

者
な
ど
代
理
の
方
を
含
め
、
多
く
の
方

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
神
事
が
執
り
行
わ

れ
、
厳
か
な
雰
囲
気
の

中
で
祝
詞
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
終
了
後
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
・
く
す
玉
開

披
が
行
わ
れ
、
車
に
よ

る
通
り
初
め
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
路
線
は
、
吉
野
川
市

倉
羅
峠
か
ら
美
馬
市
木
屋

平
の
川
井
峠
ま
で
を
繋
げ

る
林
道
と
し
て
平
成
9
年

か
ら
整
備
を
開
始
、今
年
、

全
線
の
整
備
が
完
了
し
開

通
と
な
り
ま
し
た
。
開
通

に
よ
っ
て
、
森
林
の
適
正

な
管
理
や
木
材
搬
出
の
効

率
化
・
集
約
化
に
よ
る
生

産
・
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大

規
模
災
害
等
に
よ
る
通
行

止
め
し
た
場
合
の
緊
急
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
効

果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
概
要
】

　

事
業
名　

林
道
開
設
事
業

　

路
線
名　

倉
羅
川
井
峠
線

　

総
延
長　

1
0
，
0
4
0
m

　

美
郷
工
区�

L
＝
1
，
5
0
7
m

　

名
ヶ
平
工
区�

L
＝
4
，
9
7
7
m

　

川
井
工
区�

L
＝
3
，
5
5
6
m

　

幅
員　

4
．
0
m

　

総
事
業
費　

20
億
7
2
0
万
円

　

美
郷
工
区　

1
億
1
5
0
0
万
円

　

名
ヶ
平
工
区

�

9
億
5
0
8
1
万
6
千
円

　

川
井
工
区

�

9
億
4
1
3
8
万
4
千
円

　

事
業
期
間　

平
成
9
年
～
30
年

	

　

全
体
計
画　

平
成
9
年

　

美
郷
工
区　

平
成
10
年
（
1
年
）

　

名
ヶ
平
工
区　

�

平
成
11
年
～
30
年
（
20
年
）

　

川
井
工
区

�

平
成
10
年
～
30
年
（
21
年
）

まちの
　 出来事

かん太くん

▲開通式神事

▲関係者による通り初め ▲くす玉開披 ▲案内板除幕式

11 平成31年 1 月15日発行



林
　
利
治
　
さ
ん

高
齢
者
叙
勲
　
瑞
ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章
　
受
章

　

林　

利
治
さ
ん
（
88
歳
）
は
、
昭
和

26
年
鬼
籠
野
村
鬼
籠
野
中
学
校
で
教
諭

と
な
り
、
平
成
3
年
3
月
に
神
山
中
学

校
長
で
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
、

県
内
の
小
・
中
学
校
の
教
育
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
時
代
、英
語
教
育
に
力
を
注
ぎ
、

日
々
の
実
践
に
基
づ
い
た
論
文
「
能
力

別
英
作
指
導
の
一
考
察
」
が
、
中
村
英

語
教
育
賞
全
国
3
位
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
木
屋
平
中
学
校
勤
務
時
代

に
は
、
徳
島
県
中
学
校
進
路
指
導
研
究

大
会
や
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
に

も
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
時
代
は
、
神
領
小
学
校
に
残
っ

て
い
る
戦
争
時
代
に
ア
メ
リ
カ
よ
り
送

ら
れ
た
「
ア
リ
ス
人
形
」
を
核
と
し
た

平
和
学
習
や
国
際
理
解
教
育
を
実
践
。

ま
た
、
神
山
中
学
校
で
は
徳
島
県
中
学

校
英
語
教
育
研
究
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
教
育
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
栄
誉
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

民
生
委
員
の
林
氏
に
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞

　

こ
の
度
、
民
生
児
童
委
員
の
林
享
江

氏
（
上
分
字
川
又
西
）
に
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
よ
り
永
年
勤
続
表

彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
の
活
動
で
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
が
増

加
す
る
中
で
、
地
元
を
よ
く
知
る
民
生

児
童
委
員
に
よ
る
日
常
生
活
支
援
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
高
齢
者
の
見
守
り

等
、
日
々
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
関

わ
り
を
深
め
、
子
育
て
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

徳
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

精
神
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰
受
賞

　

11
月
6
日
、
徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康

館
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
精
神
保
健

福
祉
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
津

田
史
子
さ
ん
が
精
神
保
健
福
祉
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
田
さ
ん
は
平
成
10
年
、
障
が
い
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ー
ト
・

か
み
や
ま
」
発
足
当
時
よ
り
所
属
し
、

主
に
う
め
っ
こ
作
業
所
内
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

17
年
よ
り
会
長
と
し
て
、「
ハ
ー
ト
・

か
み
や
ま
」
の
維
持
発
展
に
貢
献
。
平

成
24
年
か
ら
は
「
ハ
ー
ト
・
か
み
や

ま
」
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
と
同
様
に
メ
ン
バ
ー
さ

ん
の
気
持
ち
を
大
切
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
い
視
野
と
当
事
者
に
対
す
る

深
い
愛
情
で
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を

継
続
し
て
こ
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
で

8
名
が
受
賞

　

11
月
30
日
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
第
62
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大

会
に
お
い
て
、
神
山
町
の
8
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

下
窪
キ
ヨ
エ
さ
ん
、
津
田
弘
忠
さ

ん
、
津
田
史
子
さ
ん
の
3
名
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
者
と
し
て
名
誉
大
会
長
表

彰
を
、
竹
内
利
夫
さ
ん
が
民
生
委
員
・

児
童
委
員
功
労
者
と
し
て
大
会
長
表
彰

を
、
松
本
好
定
さ
ん
、
森
下
和
俊
さ
ん
、

森
下
玉
江
さ
ん
の
3
名
が
社
会
福
祉
事

業
功
労
者
と
し
て
大
会
長
表
彰
を
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
と
し
て
西
浦
雅
子

さ
ん
が
大
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
29
回
神
山
町

社
会
福
祉
大
会
を
開
催

　

11
月
18
日
、
神
山
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
30
年
度
第
29

回
神
山
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
29
回
神
山
町
社
会
福
祉
大
会
で
は

神
山
町
で
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
67
名
の
方
が
表
彰
状
及
び
感

謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記

念
講
演
で
は
落
語
家
の
桂
春
蝶
氏
が
招

か
れ
、「
約
束
の
海
～
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
物
語
～
」
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

▲林　利治さん

▲津田　史子さん

▲受賞者のみなさん
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み
な
さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す

平
成
30
年
度
神
山
町
敬
老
会
に

つ
い
て

　

平
成
30
年
9
月
17
日
か
ら
平
成
30
年

11
月
4
日
ま
で
に
町
内
7
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。敬
老
会
で
は
、

米
寿
の
方
へ
祝
状
や
記
念
品
の
贈
呈
、

各
地
区
で
趣
向
の
凝
ら
し
た
芸
能
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

該
当
者
の
皆
様
、
大
変
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
敬
老
会
の
該
当
者
数

は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

該
当
要
件
：
1
9
4
4
年
（
昭
和
19

年
）
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

人　数
　360人
　188人
　180人
　462人
　 48人
　288人
　210人
1，736人

地　区
広　野
阿　川
鬼籠野
神　領
左右内
下　分
上　分

計

2
0
1
8
年
度
築
こ
う
人
権
の
ま
ち
運
動

人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
決
ま
る

　

神
山
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
と
城
西
高
校
神
山
分
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
夏
休
み
の
課
題

と
し
て
、
人
権
標
語
と
人
権
ポ
ス
タ
ー

の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
数
の
ご
応
募
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
、
一
部

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
中
学
生
の
税
に
つ

い
て
の
作
文
　
受
賞
者
紹
介

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
が
共
催
す
る
中
学
生
の
税
に
つ
い
て

の
作
文
に
お
い
て
、
神
山
中
学
校
3
年

松
浦
琴
美
さ
ん
が
四
国
納
税
貯
蓄
組
合

総
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
受
賞
を
糧
に
、
松
浦
琴
美
さ
ん

の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

▲神山町社会福祉大会の様子

▲鬼籠野地区 ▲左右内地区

【
標
語
の
部 

優
秀
賞
】

　
う
れ
し
い
な

　
　
　
　
や
さ
し
い
心
を

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う

�

神
領
小
学
校
2
年
　
尾
西
　
　
航
さ
ん

　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　
　
　
　
1
人
じ
ゃ
な
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
い
る

�

広
野
小
学
校
5
年
　
森
本
　
　
杏
さ
ん

　
差
別
の
め

　
　
　
　
み
ん
な
で
無
く
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
世
か
ら

�

城
西
高
校
神
山
分
校
1
年
　
大
竹
　
桃
華
さ
ん

　
今
持
と
う

　
　
　
　
勇
気
と
笑
顔
と

　
　
　
　
　
　
　
や
さ
し
い
言
葉

�

神
山
中
学
校
保
護
者
　
村
瀬
　
由
美
さ
ん

【
標
語
の
部 

最
優
秀
賞
】

　
言
わ
な
い
よ

　
　
　
　
人
に
言
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
な
こ
と

�

神
山
中
学
校
1
年
　
滝
上
　
煌
騎
さ
ん 【ポスターの部最優秀賞】

広野小学校2年　千代田美橙さん
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平
成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
作
品
で
神
領
小
学
校
児
童
2
名
が
入
賞

　

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
徳
島
県

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
連
合
会
が
共

催
す
る
平
成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
作
品
に
お
い
て
、

神
領
小
学
校
1
年
河
野
晃
慶
さ
ん
の
作

品
が
優
秀
賞
を
神
領
小
学
校
6
年
粟
飯

原
慎
さ
ん
の
作
品
が
佳
作
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
に

ふ
さ
わ
し
い
、
個
性
豊
か
な
親
し
み
や

す
い
作
品
で
あ
り
、
今
後
の
明
る
い
選

挙
の
推
進
の
た
め
、
資
料
や
広
報
等
で

広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
を
糧
に
お
二
人
の
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。
お
二
人
の
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

優
秀
賞

え
ら
ぼ
う
よ

　
　
　

ま
ち
の
え
が
お
を

　
　
　
　
　
　

ま
も
る
ひ
と

�

神
領
小
学
校
1
年　

河
野　

晃
慶
さ
ん

佳
　
作

18
才

　
　
　

僕
も
、
も
う
す
ぐ

　
　
　
　
　
　

未
来
の
選
択

�

神
領
小
学
校
6
年　

粟
飯
原　

慎
さ
ん

下
分
保
育
所
に
木
工
作
品
寄
贈

　

12
月
14
日
、

下
分
保
育
所
で

徳
島
科
学
技
術

高
等
学
校
建
築

コ
ー
ス
三
年

生
（
10
名
）
に

よ
る
木
工
出
前

授
業
（
鍋
敷
き

制
作
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
木
工
出
前
授
業
に
参
加

し
た
の
は
5
歳
児
11
名
。
木
製
鍋
敷
き

は
、
治
具
に
杉
材
（
2
㎝
×
3
㎝
×
12

㎝
）
を
セ
ッ
ト
し
て
の
こ
ぎ
り
で
角
を

切
り
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
よ
く
磨
い

た
後
に
輪
ゴ
ム
を
通
し
て
完
成
で
す
。

初
め
て
使
う
の
こ
ぎ
り
に
戸
惑
っ
て
い

る
姿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
教
え
て
く
れ
る
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
に
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
、
よ
く
話
を

聞
い
て
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
見
え
始

め
、
楽
し
く
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
完
成
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
子

ど
も
達
の
笑
顔
が
増
え
て
い
た
の
が
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
初
め
は
高
校

生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
を
目
の
前
に

し
て
緊
張
ぎ
み
の
子
ど
も
達
で
し
た

が
、
お
別
れ
す
る
と
き
に
は
「
あ
の
人

好
き
だ
っ
た
」「
淋
し
い
」
と
名
残
惜

し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

木
工
作
品
贈
呈
式
で
は
建
築
コ
ー
ス

三
年
生
か
ら
手
作
り
の
木
馬
・
本
棚
・

積
木
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
か
ら
本
棚

い
っ
ぱ
い
の
絵
本
が
寄
贈
さ
れ
、
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
工
出
前
授
業
を
通
し
て
、
木
へ
の

興
味
、
制
作
の
お
も
し
ろ
さ
、
高
校
生

と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
少
し
の
時
間
で

し
た
が
子
ど
も
達
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
に
な
り

ま
し
た
。

い
た
だ
い

た
木
工
作

品
と
絵
本

は
、
保
育

所
で
大
切

に
使
わ
せ

て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
寄
贈
】

　

木
馬
10
台

　

本
棚
1
台

　

積
木
（
2
0
0
ピ
ー
ス
）
2
セ
ッ
ト

　

絵
本
17
冊

フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
金
賞
受
賞

　

神
山
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
と
し

て
、
実
施
し
て
い
る
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
農
業
と
食
文
化
の
地

域
内
循
環
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
金
賞
（
経
済
産
業
大
臣

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
、
デ
ザ
イ
ン

が
優
れ
た
物
や
仕
組
み
に
贈
ら
れ
る
賞

で
す
。

　

今
回
は
、㈱
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
神
山
町
、
一
般
社
団
法
人
神
山

つ
な
ぐ
公
社
、
㈱
モ
ノ
サ
ス
の
4
者
で

応
募
し
、
国
内
外
の
4
7
8
9
件
の
応

募
の
中
か
ら
金
賞
（
19
件
）
と
し
て
受

賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
、「
業
務
内
容
の
広

が
り
方
と
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
全
国

で
も
極
め
て
稀
だ
」
を
評
価
し
て
い
た

だ
き
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

▲町長より感謝状授与の様子

▲河野晃慶くん、粟飯原慎くん

▲木工体験の様子
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4
Ｋ
・
Ｖ
Ｒ
徳
島
映
画
祭
を

広
野
小
学
校
旧
校
舎
で
開
催

　

11
月
22
日
～
24
日
の
3
日
間
、
広
野

小
学
校
旧
校
舎
を
主
会
場
に
4
Ｋ
・
Ｖ

Ｒ
徳
島
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
催
：
と
く
し
ま
4
Ｋ
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
、
共
催
：
神
山
町
）。
4
Ｋ
8

Ｋ
と
い
わ
れ
る
高
画
質
映
像
に
特
化
し

た
映
画
祭
は
今
年
で
4
回
目
と
な
り
、

1
1
0
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

同
時
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
音
楽
ラ
イ

ブ
、
映
像
機
器
展
示
、
Ｖ
Ｒ
、
3
6
0

度
映
像
体
験
な
ど
が
で
き
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
よ
り
す
ぐ
り

の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
20
作
品
と
特
別
招
待
作

品
を
上
映
し
、
優
秀
な
作
品
を
表
彰
し

ま
し
た
。
表
彰
式
は
広
野
公
民
館
で
行

わ
れ
、
大
賞
は
株
式
会
社
Ｇ
ｏ
ｏ
ｌ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
の
「
北
信
濃
に
暮
ら
し
て
」
に
、

入
賞
作
品
の
神
山
町
長
賞
は
札
幌
テ
レ

ビ
放
送
の
「
全
て
は
熊
か
ら
教
わ
っ

た
！
木
彫
家　

藤
戸
竹
喜
の
世
界
」
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
舎
周
辺
で
は
、
食
の
お
店
、
ク
ラ

フ
ト
・
雑
貨
の
販
売
な
ど
約
20
店
舗
が

出
店
し
、
平
成
29
年
度
に
広
野
小
学
校

は
神
山
東
中
学
校
校
舎
に
移
転
し
、
空

き
校
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

耕
作
放
棄
地
解
消
啓
発
活
動

　

雨
天
の
た
め
急
き
ょ
日
程
を
変
更

し
、
11
月
14
日
（
水
）
に
神
山
町
農
業

委
員
会
主
催
で
、
耕
作
放
棄
地
解
消
啓

発
活
動
を
神
領
字
谷
で
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
及
び
そ
の
他
関
係
団
体
の
総
勢

15
名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
1
，

3
6
5
㎡
の
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
耕
作
放
棄
地
の
草
を

刈
り
、
そ
の
後
全
体
を
た
が
や
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
耕

作
放
棄
地
を
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

町
内
に
は
ま
だ
多
く
の
耕
作
放
棄
地

が
存
在
し
ま
す
。
今
後
も
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

参
加
団
体
：�

地
元
農
業
者

　
　
　
　
　

J
A
名
西
郡

　
　
　
　
　

神
山
町
役
場

　
　
　
　
　

神
山
町
農
業
委
員
会

▲作業中の風景▲復旧後の様子

▲360°シアター

▲VR体験は終日行列ができていました

▲コンパクトな会場は大勢で賑わいました

▲広野公民館での表彰式
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神
山
温
泉
す
だ
ち
マ
ラ
ソ
ン

　

11
月
18
日
、
第
35
回
神
山
温
泉
す
だ

ち
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
町
内
外
か
ら
、
6
0
8
名
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
日
々
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
各
部
門
入
賞

者
に
城
西
高
校
神
山
分
校
森
林
女
子
部

の
制
作
し
た
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。各
部
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
一
般
の
部
女
子　
10
㎞
】

　

優
勝　

長
尾　

和
美　
　

39
分
37
秒

【
一
般
の
部
男
子　
10
㎞
】

　

優
勝　

久
我　

浩
正　
　

31
分
23
秒

【
一
般
の
部
女
子　
3
㎞
】

　

優
勝　

山
田　

毬
加　
　

11
分
11
秒

【
一
般
の
部
男
子　
3
㎞
】

　

優
勝　

村
田　

温
志　
　

10
分
33
秒

【
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
女
子　
1
．7
㎞
】

　

優
勝　

大
元　

唯
愛
（
神
領
東
）

�

6
分
44
秒

【
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
男
子　
1
．7
㎞
】

　

優
勝　

影　
　

紘
成
（
神
領
東
）

�

6
分
37
秒

【
ペ
ア
の
部　
1
．
7
㎞
】

　

優
勝　

田
中　

未
来　

ペ
ア

　
　
　
　

田
中　
　

章

�

6
分
16
秒

第
18
回
神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

平
成
30
年
11
月
21
日
（
水
）
タ
カ
ガ

ワ
東
徳
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
、

第
18
回
神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
神
山

町
体
育
協
会　

主
催
）を
行
い
ま
し
た
。

70
名
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　
勝　
　
　
　

露
田　

一
翔

準
優
勝　
　
　
　

橋
野　

芳
明

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　
　

佐
藤　
　

正　
（
78
）

平
成
30
年
度

神
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

平
成
30
年
度
神
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
11
月
11
日
、
神
山
町
老
人
ホ
ー

ム
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い

て
町
内
各
地
区
か
ら
、
7
チ
ー
ム
、
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
人
数
の
足
り
な
い
チ
ー
ム

に
は
、
ほ
か
の
チ
ー
ム
よ
り
助
っ
人

が
入
る
な
ど
の
特
別
ル
ー
ル
も
設
け
、

チ
ー
ム
同
士
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
技

術
や
作
戦
で
競
い
合
い
、
接
戦
が
続
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
安
定
し
た
強

さ
を
発
揮
し
た
下
分
チ
ー
ム
が
第
一
位

に
輝
き
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優　
勝 	

 

下
分

準
優
勝 	

 

松
葉

第
三
位 	

 

都

平
成
30
年
度

神
山
町
文
化
協
会
将
棋
大
会

　

11
月
19
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
文
化
協
会
将
棋
大
会
が
行
わ
れ

10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

優　
勝 	

 

河
野　
　

洋

準
優
勝 	

 

河
野　
　

漸

第
三
位 	

 

岩
谷　

秋
義

　

神
山
町
文
化
協
会
将
棋
部
は
奇
数
月

に
改
善
セ
ン
タ
ー
で
年
六
回
大
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
右
の
大
会
は
毎
年
十
一

月
に
行
わ
れ
る
文
化
協
会
主
催
の
大
会

で
す
。
将
棋
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度

神
山
町
文
化
協
会
俳
句
大
会

開
催
日　

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

場　

所　
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
者　

16
名

投　

句　

五
題

　
　
　
　

一
、
や
・
が
・
く　

折
句

　
　
　
　

二
、十
三
夜　

 

三
、
秋
日
和

　
　
　
　

四
、
秋
祭
り　

五
、
夜
な
べ

　

11
月
4
日
、
平
成
30
年
度
神
山
町
文

化
協
会
俳
句
大
会
が
神
山
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
16
人
が
参

加
し
て
、
や
・
が
・
く　

折
句
、
一
三

夜
、
秋
日
和
、
秋
祭
り
、
夜
な
べ
の
5

題
で
思
い
思
い
の
句
を
詠
み
ま
し
た
。

優　
勝

　
秋
祭
り
平
成
終
の
御
神
燈

�

多
田
　
左
内

準
優
勝

　
山
里
に
柿
熟
れ
る
ま
ま
腐く
だ

る
ま
ま

�

阿
部
　
九
月

第
三
位

　
将
棋
盤
連
れ
待
つ
縁
側
秋
日
和

�

海
老
名
良
子

▲スポーツ少年団の部スタートの様子

▲左から　海老名良子さん、多田左内さん、阿部九月さん
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輝ひ
か
りの

会
、
も
み
の
木
で

鬼
籠
野
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置

　

12
月
8
日
、
鬼
籠
野
の
信
号
交
差
点

付
近
に
、
鬼
籠
野
輝
の
会
に
よ
り
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
21
年
目
を
迎
え
る
今
年
は

も
み
の
木
の
巨
大
ツ
リ
ー
が
登
場
し
ま

し
た
。

　

21
年
前
に
は
じ
め
て
設
置
し
た
時
と

同
じ
も
み
の
木
は
、
当
時
よ
り
も
約
2

ｍ
ほ
ど
大
き
く
な
り
8
ｍ
30
㎝
の
高
さ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
輝
の
会
の
会
長

の
佐
々
木
重
知
さ
ん
は
「
毎
年
同
じ
も

の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
。
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
た
ら
嬉

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

5
年
目
を
迎
え
た

下
分
よ
こ
の
市
開
催

　

12
月
2
日
、
下
分
公
民
館
で
第
5
回

下
分
よ
こ
の
市
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も

住
民
た
ち
に
よ
る
蚤
の
市
は
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
住
民
も
移
住
し
て
き
た
住
民

も
横
に
並
ん
で
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う

と
始
ま
っ
た
よ
こ
の
市
は
、
地
元
の
住

民
は
も
ち
ろ
ん
、
移
住
し
て
き
た
住
民

も
毎
年
必
ず
出
店
す
る
な
ど
、
年
々
交

流
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

下
分
地
区
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

12
月
13
日
、
下
分
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
は
下
分
公
民
館
横
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
場
所
を
移
動
し
て
公
民
館
前
に
飾

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
以
前
よ
り
も
見
て
く

れ
る
人
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

印
鑑
登
録
に
つ
い
て

■
印
鑑
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

神
山
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
満
15
歳
以
上
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
15
歳
未
満
の
方
及
び
成
年

被
後
見
人
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

■
印
鑑
登
録
の
方
法

◦�

本
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
官
公
署

発
行
の
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書

が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
保
証
人
（
神
山
町
で
す
で
に
印

鑑
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）
の
証
明
が

あ
れ
ば
即
日
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◦�

顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
が
な
く

保
証
人
も
い
な
い
場
合
や
代
理
人
が

申
請
す
る
場
合
は
、
登
録
す
る
の
に

日
数
が
か
か
り
ま
す
。
本
人
宛
に
照

会
書
を
郵
送
し
、
回
答
書
を
持
っ
て

窓
口
へ
来
て
い
た
だ
き
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▲雑貨、お花、お餅、焼き芋、パンケーキなどたくさんのお店が並んでいました　▲植木もアーチ型に剪定し、電飾しました

徳島県の最低賃金
◎徳島県最低賃金 ◎特定最低賃金
時間額

766円
【発行日】平成30年10月 1日

産業名 時間額 発行日

857
円

900
円

862
円

造作材・合板・建築
用組立材料製造業

平成30年
12月21日

はん用機械器具、生
産用機械器具、業務
用機械器具製造業
電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

〈お問合せ先〉
徳島労働局労働基準部賃金室　TEL（088）652-9165
または最寄りの労働基準監督署へ　FAX（088）622-3570
https://jsite.mhlw.go.jp/tokushima-roudoukyoku/

チェックしなくちゃ。最低賃金

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

17 平成31年 1 月15日発行



※�

改
印
し
た
い
時
、
印
鑑
登
録
証
や
実

印
を
な
く
し
た
時
は
、
印
鑑
登
録
廃

止
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※�

婚
姻
等
で
氏
が
変
更
に
な
る
方
、
死

亡
や
転
出
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
日
を

も
っ
て
廃
止
と
な
り
、
原
則
印
鑑
登

録
証
を
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
登
録
で
き
な
い
印
鑑

◦�

戸
籍
、
住
民
票
に
記
載
し
て
あ
る
氏

名
と
関
係
の
な
い
字
を
彫
っ
て
あ
る

も
の

◦�

職
業
や
資
格
、
そ
の
他
氏
名
以
外
の

事
項
を
刻
ん
だ
も
の

◦�

ゴ
ム
印
そ
の
他
変
形
し
や
す
い
材
質

の
も
の

◦�

あ
ま
り
図
案
化
し
て
、
文
字
と
し
て

判
読
で
き
な
い
も
の

◦�

25
㎜
よ
り
大
き
い
も
の
や
8
㎜
よ
り

小
さ
い
も
の

◦�

印
鑑
の
ふ
ち
が
4
分
の
1
以
上
欠
け

て
い
る
も
の

◦�

機
械
彫
り
、
ま
た
は
流
し
込
み
な
ど

大
量
に
同
一
の
も
の
が
生
産
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
平
成
31
年
2
月
28
日

ま
で
。
土
日
祝
を
除
く
。）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
役
場
か
ら
交
付
通
知
書
が
届
い

て
い
る
方
は
、
住
民
課
窓
口
ま
で
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

人
権
擁
護
委
員
が
新
し
く
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　

平
成
30
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、
井

上
博
康
さ
ん
（
平
成
24
年
7
月
1
日
委

嘱
）
が
任
期
を
満
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
平
成
31
年
1
月
1
日

付
で
、
髙
橋
静
代
さ
ん
（
神
領
）
が
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
新

し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権

擁
護
委
員
の
川
野
愛
子
さ
ん
が
平
成
31

年
1
月
1
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
引
き

続
き
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
山
町
で
は
毎
月
11
日
（
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
に
役
場
2
階
図
書
室
で
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

平
成
31
年
度
（
平
成
30
年
分
）
税
申

告
相
談
に
つ
い
て

　

税
申
告
相
談
を
役
場
本
庁
に
て
行
い

ま
す
。
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
日

程
に
て
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◦
申
告
会
場

　

役
場
2
階　

ス
ダ
チ
（
2
0
1
）

�

（
旧
委
員
会
室
）

◦
申
告
相
談
期
間

　

平
成
31
年
2
月
15
日
（
金
）
～

�
3
月
15
日
（
金
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

上　
分

2
月
15
日
（
金
）、
18
日
（
月
）

広　
野

2
月
19
日
（
火
）、
20
日
（
水
）、

21
日
（
木
）

阿　
川

2
月
22
日
（
金
）、
25
日
（
月
）

鬼
籠
野

2
月
26
日
（
火
）、
27
日
（
水
）、

28
日
（
木
）

下　
分

3
月
1
日
（
金
）、
4
日
（
月
）、

5
日
（
火
）

神　
領

3
月
6
日
（
水
）、
7
日
（
木
）、

8
日
（
金
）、
11
日
（
月
）

左
右
内

全
地
区

3
月
12
日
（
火
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド

等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
書
類

と
運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
等
身
元
を
確
認
す
る
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
な
ど
は
必

ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
に
、
土
地
･
家
屋
等
を
所
有
す
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊

し
た
り
、
焼
失
さ
れ
た
時
は
、
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
翌
年
度
か
ら
、
滅
失
分

の
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
既
に
な
く

な
っ
た
建
物
に
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
宅
の
滅
失
等
に

よ
り
「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例
」
の
適
用
が
外
れ
、
土
地
の
税

額
が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

鍛冶　　昇さん　　高橋三枝子さん
髙橋　静代さん　　川野　愛子さん

神山町の人権擁護委員のみなさんです。
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県下市町村統一
キャンペーン

（受付：住民課及び広野支所）

神山町独自
キャンペーン

（受付：住民課のみ）

内　
容

特製クリアファイル
プレゼント
� ※先着順

マイナンバーカード申請
用の写真無料撮影サービ
ス及び申請補助

対　
象

・�期間中にマイナン
バーカードの申請
又は交付を受けら
れた方

・�すでにマイナンバー
カードをお持ちの方

　（�マイナンバーカードの
提示が必要）

神山町に住所を
有する方



償
却
資
産
の
申
告
は
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す

　

神
山
町
内
に
工
場
、
商
店
、
土
木
建

設
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
に
用
い
る
事

業
用
資
産
（
自
己
の
使
用
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る

も
の
も
含
む
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
土
地
や

家
屋
の
屋
根
に
設
置
し
、
売
電
を
し
て

い
る
場
合
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

場
合
は
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
1
…�

発
電
さ
れ
た
電
気
を
自
家
消
費　

し
、
余
っ
た
電
気
を
電
力
会
社　

に
売
電
す
る
こ
と

※
2
…�

発
電
さ
れ
た
電
気
を
す
べ
て
電

力
会
社
へ
売
電
す
る
こ
と

　

な
お
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
、
償

却
資
産
申
告
書
に
個
人
番
号
・
法
人
番

号
の
記
入
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
申
告
書
提
出
の
際
に
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

　

平
成
31
年
1
月
31
日
（
木
）

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

神
山
町
の
奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
神
山
町

�
奨
学
資
金
貸
与
生
の
募
集

1
．
資
格

◦�

高
等
学
校
入
学
前
ま
で
、
1
年
以
上

引
き
続
い
て
本
町
に
在
住
し
て
い
た

者
◦�

保
護
者
が
本
町
に
在
住
す
る
者

◦�

就
学
意
欲
の
あ
る
者

◦�

就
学
の
経
済
的
負
担
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
者

2
．
貸
付
額

◦�

高
校
、
高
専
（
1
～
3
年
生
）
等
の

生
徒

　

月
額
2
万
円
ま
た
は
3
万
円

◦�

大
学
院
、
大
学
、
高
専
（
4
・
5
年

生
）
等
の
学
生

　

月
額
3
万
円
、
4
万
円
ま
た
は
5
万

　

円
3
．
申
請
の
た
め
に
必
要
な
書
類

　

奨
学
資
金
貸
与
願
、
奨
学
生
推
せ
ん

調
書
ま
た
は
成
績
証
明
書
、
住
民
票
謄

本
、
町
税
等
の
証
明
願
、
本
人
確
認
書

類
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

※�

必
要
な
書
類
の
様
式
は
、
神
山
町
教

育
委
員
会
、
神
山
中
学
校
に
あ
り
ま

す
。

　

審
査
の
結
果
、
決
定
し
た
場
合
に
は

２
人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

4
．
募
集
期
間

　

平
成
31
年
3
月
20
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
　

4
月
15
日
（
月
）

�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

神
山
町
奨
学
資
金
制
度
に
償
還
の
特

例
を
定
め
て
い
ま
す
！

　

平
成
28
年
4
月
よ
り
、
現
在
の
神
山

町
奨
学
資
金
制
度
に
ふ
る
さ
と
定
住
促

進
を
目
的
と
し
た
奨
学
資
金
の
償
還
の

特
例
が
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者

等
の
ふ
る
さ
と
定
住
と
人
口
の
増
加
を

図
り
、
神
山
町
の
活
性
化
促
進
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

1
．
対
象
者

　

10
年
間
を
償
還
期
間
と
し
て
年
賦
償

還
す
る
者
で
、
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護

者
に
町
税
そ
の
他
町
の
収
入
に
係
る
滞

納
が
な
い
者
。

2
．
償
還
の
特
例
と
は

　

当
該
年
度
の
前
年
度
の
1
月
1
日
現

在
の
住
所
を
神
山
町
に
有
し
、
居
住
の

事
実
が
確
認
で
き
た
場
合
、
当
該
年
度

の
償
還
額
を
全
額
免
除
す
る
。

（
10
年
間
の
償
還
期
間
中
、
毎
年
居
住

確
認
を
行
い
ま
す
。）

※�

こ
の
条
例
の
施
行
前
か
ら
償
還
し
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と

し
て
当
該
年
度
の
償
還
額
を
半
額
免

除
す
る
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会　

奨
学
資
金

貸
付
担
当　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
予
定
戸
数

　

56
戸

■
申
込

　

2
月
4
・
5
日

　

10
時
～
16
時
に
県
庁
11
階
講
堂
へ

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
住
宅
供
給
公
社

　
　
電　

話
0
8
8

－

6
6
6

－

3
1
2
5

　
　
F
A
X
0
8
8

－

6
6
6

－

3
1
2
6

　

県
営
住
宅
Ｐ
Ｆ
Ｉ
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
電　

話
0
8
8

－

6
7
8

－

2
2
7
1

　
　
F
A
X
0
8
8

－

6
5
5

－

6
2
5
5

申告の対象となる太陽光発電設備

設置者
（所有者）

余剰買取※1

（発電量10kw未満）
余剰買取

（発電量10kw以上）
全量買取※2

個　人
（住宅用） 【申告対象外】 【申告対象】

個　人
（事業用） 【申告対象】 【申告対象】

法　人 【申告対象】 【申告対象】

その他の

　おしらせ

名無し

19 平成31年 1 月15日発行



「三ない運動」
贈らない 求めない 受け取らない

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
！

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
！

　

皆
さ
ま
に
改
め
て
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
の
が
、
き
れ
い
な

政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
政

治
の
実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確

保
を
目
指
す
「
三
な
い
運
動
」

（
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受

け
取
ら
な
い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄

附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と

も
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附

禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明

る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

❶
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の

時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、

罰
則
を
も
って
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
治
家
以
外
の
者
が
政
治

家
の
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

❷�

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘・

要
求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る

よ
う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政

治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❸�

政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の

禁
止

　

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で

あ
る
団
体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内

に
あ
る
者
に
対
し
て
、
政
治
家
の

氏
名
を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類

推
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で
寄
附
を

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と

は
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❹�

政
治
家
の
後
援
団
体
の
寄
附
の

禁
止

　

政
治
家
の
後
援
団
体
（
後
援
会
）

が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

て
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ

り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す

る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、

そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関

わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

次の行為が禁止されています

その他禁止されている行為
①�政治家が選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、寒中見舞などのあいさつ状（電報
なども含む）を出すことは禁止されています。
②�政治家や政治家の後援団体（後援会）が、選挙区内にある者に対して、主としてあいさつを目的とする有料の広告を新聞・
雑誌・テレビ・ラジオ・インターネットなどに出すと処罰されます。

詳しくは、総務省ホームページまたは住民課までお問い合わせください。
○総務省ホームページ：http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html

○住民課（選挙管理委員会事務局）：電話 676－ 1113 IP 2003
『広報誌「総務省」（2018年 12月号）より抜粋』
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~ 徳島税務署からのお知らせ ~

消費税軽減税率制度説明会を開催します

確定申告会場〔　 　 〕は、
2 月18日 ( 月 ) からです！

所得税及び復興特別
所 得 税・贈 与 税・消
費税及び地方消費税

※ 2月 17日以前は、申告会場を設けておりませんので、ご注意ください。

※�軽減税率制度や事業者支援措置の理解を深め、準備を進めていただくため、次
の日程により軽減税率制度の説明会を開催しますので、是非ご参加ください。

開設場所　アスティとくしま（徳島市山城町東浜傍示 1－ 1）
開設期間　平成31年 2月18日 ( 月 ) ～ 3月15日 ( 金 )
　　　　　※�土曜日・日曜日は閉庁日となっております。ただし、2月24日と 3月 3日は開場します。
受付時間　午前 9時～午後 4時（混雑時には、受付を早めに締め切ることがあります。）
　　　　　※徳島税務署庁舎内には確定申告会場を設置しておりません。

税　　　　　目 申告・納税期限 振替納税の口座振替日
所得税及び復興特別所得税 3月15日（金） 4月22日（月）

個人事業者の消費税及び地方消費税 4月 1 日（月） 4月24日（水）
贈与税 3月15日（金） 振替納税はご利用できません

場　　所 日　　時
ア ス テ ィ と く し ま 徳島市山城町東浜傍示 1-1 3 月 6 日（水）・ 7 日（木） 14時30分～15時30分
石 井 町 中 央 公 民 館 名西郡石井町石井 480-1 3 月18日（月） 13時30分～14時30分
小松島市保健センター 小松島市小松島町字新港9-10 3 月 28日（木） 13時30分～14時30分

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、確定申告書が
作成できますので、是非ご利用ください。
　なお、作成した申告書はデータで送信（事前手続きが必要）又は、印刷して提出す
ることができます。

【
確
定
申
告
等�

�

作
成
コ
ー
ナ
ー
】

　ご自宅のパソコン等から e-Tax で送信する場合は、本人確認書類を別途送付する必要はありません！

マイナンバー（12桁）の記載 本人確認書類の提示又は写しの添付

【お問合せ先】徳島税務署　〒 770－0847　徳島市幸町三丁目54　TEL(088)622－4131
　　　　　　　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

予約不要！
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⃝ �1 日に摂取する純アルコール量が男性40g、女性20gを越える場合は生活習慣病のリスクが
上がります。
⃝純アルコール量60g以上を多量摂取とします。（肝臓が休む時間がない）
⃝アルコール分解酵素は年齢とともに少なくなっていきます。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係　TEL676-1114　IP2004

健康づくりシリーズ○117

アルコールとからだ

健康日本21では「節度ある適度な飲酒」としては1日平均純アルコール量で

お酒に換算すると…

約20g　程度と定義されています。

アルコールの基準量

体の中でのアルコールの影響は？

アルコール分解酵素
が100％ある人の場
合です。例えば酵素
が50％の人はその
半分です。

アルコールについて知り、お酒とうまく付き合っていきましょう

消化管全体
口から入ったアルコールは鼻・口・胃・小腸の粘
膜から吸収され、これらの粘膜をあらす。

食道がん、胃がん、
胃潰瘍、下痢など

肝臓
◆�アルコールは毒物なので早く無害なものに変え
ようと最優先で 1 時間に 7gずつ処理される。

　アルコール処理が終わるまでそのときに食べた物（栄
養素）は血液中でアルコール処理が終わるのを待つ。

アルコールを無害なものに変えるのに必
要なのがアルコール分解酵素です！アル
コール分解酵素の量は個人差があります。

高脂血症、脂肪肝、
糖尿病、肥満など

◆�アルコールを分解するときに「アセトアルデヒ
ド」という毒性が強い物質が作られ、アセトア
ルデヒドが臓器を作っているたんぱく質と結び
つくと、肝細胞を再生する力が落ち、脳や心臓
の細胞も影響を受ける。

肝硬変、アルコール性肝炎
認知症、不整脈、心房細動

ビ
ー
ル

5
0
0
㏄
弱

焼
酎
（
25
度
）

1
0
0
㏄

日
本
酒

1
合
弱

ワ
イ
ン

2
0
0
㏄
強

チ
ュ
ー
ハ
イ（
6
％
）

4
0
0
㏄
強

休肝日を
設けましょう
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お問い合わせ：地域包括支援センター　電話：088－676－1185（IP2031）

介護予防シリーズ○59

　地域の住民の皆さんが集うサロンの紹介をします。

　町内各地で創意工夫されたサロン活動が展開されています。「近くのサロンを紹介して欲しい。」「仲
間とサロンをしてみようかな。」など、サロン活動に関することは、地域包括支援センターまでお気
軽にご相談ください。

○● 地域のサロン活動 ●○

　平成30年 4月から、左右内公民館で毎月
1回（第 1水曜日）に集まっています。家
でいると話をすることが少ないけれど、集
まる機会があることで気心知れた仲間と
ゆっくりおしゃべりを楽しむことができる。
サロン名称は、みんなで集まる機会を持ち、
おしゃべりを楽しみたいという思いで “ お
しゃべり会 ”と決まったそうです。
　この集まりが長く続けられるように、集
まったときにはDVDの映像を見ながら「い
きいき百歳体操」、「いきいき百歳体操－認
知症予防編－」を行い、体力づくりと健康
づくりに取り組んでいます。

サロン名称：おしゃべり会

　こちらのサロンの皆さんも同じく
平成30年 4月から広野公民館で活動
を開始している “ ひまわりサロン ”
の皆さんです。
　「ちょっとお出かけしてみたい
なぁ。」という声がきっかけで今回
のバスツアーに参加することとなり
ました。普段出かけることが少ない
と言っていた参加者もいましたが、
1日仲間と過ごし、自分の目で見て
感じて体験することができたバスツ
アーでした。
　行きたいところに行くことができ

る気持ちと体力の維持を図るため、これからも引き続きサロンに集まって「いきいき百歳体操」
を実施し、体力づくりに取り組んでいただきたいと思います。

町民・町内バスツ
アーに

参加しました！！

※ “ひまわりサロン” の活動紹介は、改めてお伝えさせていただきます ※
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防災シリーズ○29

神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

装置の調子が悪いと、すぐ故障と考えがちですが、ちょっとした操作の間違いや、接続不良のため
に起こることが多いものです。万一、動作がおかしいなと思われるときは、一旦電源スイッチを切り、
再度入れてみてください。それでも直らないときは、次の点を調べてみてください。

症 状 主 な 原 因 処 置

放送を受信できない
「電源」の緑色ランプ
が点灯していない。

電源スイッチが、入っていない。 電源スイッチを「入」側にしてください。
電源プラグがコンセントに差し込んでなく、乾電池が
消耗。

内蔵乾電池を交換する。電源プラグをコンセントに差
し込んでください。

放送を受信できない
「電源」の緑色ランプ
が点灯している。

放送停止時 放送時以外は、スピーカから何も聞こえてきません。
・外部アンテナを使っていない場合。
ロッドアンテナが伸びていない。
ロッドアンテナが垂直になっていない。
・外部アンテナを使っている場合。
外部アンテナのアンテナプラグと受信装置の「外部
アンテナ」コネクタの接続不良。

ロッドアンテナをきちんと伸ばし、垂直に立てる。装
置の位置を少し変えてみてください。

アンテナプラグと外部アンテナのコネクタとを確実に
接続してください。

「電源」のランプが赤
と緑の交互点滅して
いる。
放送終了後にアラー
ム音がでる。

内蔵乾電池の消耗。

新しい乾電池と全て交換してください。
尚、単一、単二、単三アルカリ乾電池のいずれか一種

い乾電池を混ぜて使用しないでください。（単一乾電
池を推奨）

放送が途中で聞こえ
なくなる。

受信装置が、テレビ、パソコンや冷蔵庫の近くに置い
てある。

テレビ、パソコン、冷蔵庫などから離してください。
コンセントは別にしてください。

放送時「プップッ」
「ザザー」「ブーン」
という音が出る。

・近所で高周波ミシンを使っている。
・自動車がアンテナの近くを通るため。
・近くの無線局からの影響。
・テレビ、パソコン、ラジオが近くにある。

・電波が弱い所では、起こり易いので、アンテナを強
化してください。
・アンテナは道路から離してください。
・テレビ、パソコン、ラジオから離してください。

防災無線個別受信機 故障とお考えになる前に

各部の名称と機能 この装置各部の名称と機能を示します。 電源表示ランプ「電源」
正常時には、緑色のランプ
が点灯します。放送時は橙
色に点灯します。
橙色点滅は、装置アラーム
です。

音量調整ボリューム・強制
最大音量解除スイッチ
音量を調整します。右方向
に回すと音量が大きくなり
ます。ボリューム部分を押
すと強制最大音量を解除す
ることが出来ます。

再生表示ランプ・再生／
停止スイッチ
未再生の放送音があるとき
緑色点灯します。
一度押すと録音された放送
の再生を行い、緑色点滅し
ます。再度押すと停止しま

2秒以上の長押しで次のメ
す。

ッセージ再生を行います。

ロッドアンテナ
アンテナを一杯に伸ばして受信し
てください。角度を変えると受信
できなくなる場合がありますので
取付時の状態を保ってください。

外部スピーカ用コネ
クタ「外部スピーカ」
外部スピーカを使う
ときは、ここに接続
してください。

のスピーカをご使用
ください。

電源スイッチ「電源」
「入」で電源が入
り、「切」で電源が
切れます。常時「入」
にしてください。 録音表示ランプ・録音スイッチ

録音設定のとき点灯します。
録音状態のとき点滅します。
放送の録音設定と解除及び解除状態
から手動で録音開始を行います。
※電源スイッチを「切」にすると、
録音されているメッセージは全て
消去されます。

電池ブタ
右方向にスライドさせますとフタ
が開きます。閉じるときは、左方
向にスライドさせてしっかりと閉
まるのを確認してください。

類で２本使用します。種類の異なる乾電池、または古

インピーダンス8Ω
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国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は、20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります！
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。
◎老後のためだけのものではありません！
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子
のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在
学する方です。
◎「納付猶予制度」
　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。
　★平成28年 6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

　保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
　また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。
　国民年金のご相談、お手続きについては、町役場または年金事務所へお問い合わせください。

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金

25 平成31年 1 月15日発行



駐在所だより
飲酒の量が少なく「酔い」を自覚していなくてもアルコールは運転に悪影響を与えます。

欠格期間とは、運転免許を取り消された場合に、運転免許を受けることができない期間

飲酒運転には厳しい罰が、
運転者以外、同乗者なども厳罰対象になります。

○ 神領駐在所　　　088－676－0019
○ 広野駐在所　　　088－678－0333

〈通報・相談先〉

飲んだら乗らない
飲酒運転を「しない、させない」

飲酒運転は、厳罰
酒酔い運転 酒気帯び運転

無条件で 呼気中アルコール濃度 呼気中アルコール濃度
0．25mg/l 以上 0．15mg/l 以上　0．25mg/l 未満

35点　欠格期間 3年 25点　欠格期間 2年 13点
免許取り消し 免許取り消し 免許停止90日

欠格期間の上限は10年
　　　酒酔い運転をした場合　　　 3年
さらに死亡事故を起こした場合　　 7年
さらにひき逃げをした場合　　　　10年
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消防署だより

119

消防署への緊急連絡は
・ＩＰ電話　2119番（119番通報はできません）
・加入電話　119番又は（088－676－1199）
・携帯電話　119番又は（088－676－1199）
※携帯電話で 119番通報した場合、石井消防署に入電し発生場所確認後、神山消防署に転送しますので、電話を切
らずにそのままお待ち下さい。

⃝家具は転倒防止具などで壁や床に固定する。
⃝寝室や子供部屋には、できるだけ家具を置かないようにする。
⃝手の届くところに、懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備える。

家具の転倒防止対策や避難に必要な物を準備する！

　電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えて普段から飲料水や保存の効く食
料などを備蓄しておきましょう。
⃝食料・飲料・生活必需品などの備蓄を（人数分×最低 3日分）準備する。
⃝飲料水とは別に、トイレを流したりするための生活用水も準備する。
⃝日頃から、水道水を入れたポリタンクを用意する。

食料・飲料などの備蓄をする！

⃝非常用持ち出しバックの内容例
飲料水　食品類（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）携帯ラジオ　救急用品（絆
創膏、包帯、消毒液、常備薬）ヘルメット　マスク　軍手　懐中電灯
衣類　下着　タオル　予備電池　携帯電話の充電器　ウェットティッシュ　など
その他必要と思われるもの（季節によりカイロ、洗面用具や生理用品など）

非常用持ち出しバックの準備をする！

　別々の場所にいるときに災害が発生した場合でもお互いの安否確認の方法や集合場所などを、
事前に話し合っておきましょう。
⃝災害用伝言ダイヤル「171」なども有効活用する。

ご家族同士の安否確認方法を確認する！

　いざ災害が起きた時にあわてずに避難するためにも、事前の確認が重要です。
　お住いの自治体のホームページや国土交通省ハザードマップポータルサイトなどから防災マッ
プやハザードマップを入手し、確認しましょう。

避難場所や避難経路の確認をする！

南海トラフ地震に備えよう
　南海トラフ地震は、今後30年間での発生率は70％から80％と言われていま
すが、もはやいつ発生してもおかしくないとも言われています。
　いつ発生しても安全に対処できるように準備をしておきましょう。

地震が起こるまでにできること

27 平成31年 1 月15日発行



【作り方】
①�小松菜は、ゆでて 2㎝長さに切る。

②�豆腐は湯通ししてキッチンペーパーで水気を十分にきり崩してお
く。

③�カッコの調味料を合わせておく。

④�さば水煮缶をほぐし、①、②、③の全ての材料と一緒に混ぜ合わ
せて器に盛り、ゆず皮を刻んだものを上に飾る。

【材料：4人分】
小松菜（緑黄色野菜） �  200g
豆腐 �  200g
サバ水煮缶（150g） �  小 1 缶
ゆず皮 �  少々

練りごま �  大さじ 2
マヨネーズ �  大さじ 1
薄口しょうゆ �  小さじ 1
塩 �  少々
こしょう �  少々

サバ缶シリーズ

野菜1日350g！
栄養価 1人分：エネルギー 183kcal、たんぱく質
13.6g、脂質 12.7g、塩分 0.9g� 野菜総重量約 50g

●ワンポイントアドバイス
　サバの臭みが気になる方は、ゆず皮や粉山椒、生姜など香辛料を加え
てみましょう。サバ缶は災害時に手軽に食べられるタンパク源となりま
す。是非、ストックしておきましょう。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

★サバ缶の白和え★

▲下分イルミネーション ▲鬼籠野イルミネーション

▲下分公民館にも、もみの木のツリーが登場です。
たくさんのサンタさんが来てくれました。

　次号は、平成28～30年生まれで3月・
4月が誕生日の子（町内に住所を有する
こと）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委

員会まで写真を送付してください。締切は2月15日です。
※�掲載回数は1回までです。複数回の掲載はできません
のでご了承ください。
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※イルミネーションの記事は17ページへ。
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